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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

　甲
府
畳
工
業
協
同

組
合（
長
田
憲
一
理
事

長
）は
、3
月
28
日
に

「
春
の
展
示
即
売
会
」

を
開
催
し
た
。組
合
で

は
、長
年
に
わ
た
り
畳

表
を
は
じ
め
資
材
の

共
同
購
買
事
業
を
行

っ
て
お
り
、春
と
秋
の

年
2
回
、組
合
員
を
対

象
と
し
た
展
示
即
売

会
を
行
っ
て
い
る
。

　当
日
は
、組
合
員
多

数
参
加
の
も
と
、遠
く

は
九
州
、広
島
の
産
地

問
屋
等
か
ら
見
本
提

供
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
、会
場
に
は
、多
く
の
種
類
の
畳
表

な
ど
資
材
の
ほ
か
、専
門
工
具
な
ど
も
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
た
。

組
合
に
あ
る
在
庫
品
な
ど
も
含
め
通
常
よ
り
も
割
安
で
購
入

で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、一
級
技
能
士
の
資
格
を
持
っ
た
組
合

員
ら
は
、手
に
取
り
熱
心
に
吟
味
し
て
い
た
。売
上
は
半
日
で
、

畳
表
が
約
1
，4
0
0
枚
、総
額
約
2
5
0
万
円
と
な
っ
た
。

　ま
た
、畳
業
界
で
は
、春
と
秋
の
畳
の
日
の
P
R
活
動
と
共

に
、流
行
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
活
用
す
る
な
ど
、需
要
拡
大
と
畳

の
あ
る
生
活
の
普
及
活
動
に
努
力
し
て
お
り
、4
月
29
日
の
畳

の
日
に
は
、甲
府
駅
南
口
に
て
畳
の
普
及
の
た
め
の
P
R
活
動

を
行
っ
た
。

　長
田
理
事
長
は
、「
現
在
、住
宅
事
情
の
変
化
で
和
室
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、表
替
え
需
要
も
減
っ
て
い
る
中
、一
つ
し
か
な

い
和
室
に
対
し
て
こ
だ
わ
り
を
持
つ
お
客
様
か
ら
の
依
頼
や

要
望
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。新
聞
折
り
込
み
広
告
な

ど
で
、安
価
な
畳
の
広
範
囲
で
の
営
業
攻
勢
が
あ
る
が
、長
年

地
元
に
密
着
し
て
営
業
し
て
き
た
専
門
業
者
と
し
て
、品
質
と

技
術
に
自
信
を
持
っ
て
、今
後
と
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
た
。

　組
合
で
は
、主
な
事
業
と
し
て
共
同
購
買
事
業
と
と
も
に
共

同
受
注
事
業
を
行
っ
て
お
り
、甲
府
市
の
住
宅
課
な
ど
各
署
に

営
業
活
動
を
行
い
、市
営
団
地
な
ど
の
畳
替
え
の
受
注
を
推
進

し
て
い
る
。今
後
も
、組
合
は
お
客
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
品
質
の
畳
を
提
供
し
て
い
く
。畳
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

知
識
が
豊
富
で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
プ

ロ
の
畳
職
人
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
展
示
即
売
会
を
開
催

甲府畳工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　関
東
山
梨
地
域
を
代
表
す
る
産
業
界
の
団

体
・
企
業
等
と
関
東
山
梨
地
域
大
学
グ
ル
ー

プ（
東
京
、神
奈
川
、栃
木
、山
梨
）に
参
加
す

る
14
の
大
学
は
「
関
東
山
梨
地
域
産
学
協
働

協
議
会
」
を
結
成
し
た
。協
議
会
で
は
、産
学

が
協
力
し
て
、産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム（
授
業
内
容
）の
導
入

を
検
討
す
る
文
部
科
学
省
の
「
産
業
界
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善
・
充
実
体
制

整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、本
会
も
県

内
か
ら
唯
一
参
加
し
て
い
る
山
梨
英
和
大
学

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　本
事
業
は
、平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
の
3
年
間
に
、3
つ
の
取
組
テ
ー
マ
に
基

づ
く
教
育
改
善
を
グ
ル
ー
プ
で
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、グ
ル
ー
プ
各
大
学
に
お
い
て
産

業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
の
質
的
向

上
を
図
る
。

　取
組
テ
ー
マ
は
、①
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
科
目
の
高
次
化
、

②
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
学
修
評

価
・
指
導
方
法
の
開
発
、③
産
学
官
地
域
共

同
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
高
次
化
の

3
テ
ー
マ
で
、中
央
会
は
、③
の
取
組
テ
ー
マ

に
産
業
界
の
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　ま
た
、関
東
山
梨
地
域
産
学
協
働
協
議
会

へ
の
参
加
の
他
に
、山
梨
英
和
大
学
と
共
同

で
県
内
の
企
業
を
対
象
に
「
産
業
界
の
ニ
ー

ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

し
、産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
育

成
の
た
め
に
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

　中
央
会
で
は
、本
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、

県
内
の
大
学
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、中

小
企
業
へ
の
就
職
促
進
や
幅
広
い
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善
・

充
実
体
制
整
備
事
業
」
と
は
…
産
業
界
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
人
材
育
成
の
取
組
を
行
う
大

学
・
短
期
大
学
が
地
域
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
形

成
し
て
、
地
元
の
企
業
、
経
済
団
体
、
地
域

の
団
体
や
自
治
体
等
と
産
学
協
働
の
た
め
の
連

携
会
議
を
設
置
し
て
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
的
・
職
業
的
に
自
立
し
、
産
業

界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
に
向
け

た
取
組
の
充
実
を
図
る
優
れ
た
大
学
グ
ル
ー
プ

の
取
組
を
国
と
し
て
支
援
す
る
事
業
。

関
東
山
梨
地
域
産
学
協
働
協
議
会

関
東
山
梨
地
域
産
学
協
働
協
議
会

多くの畳資材等が取りそろえられた展示即売会

関東山梨地域大学グループ組織体制図

●関東山梨地域産学協働協議会 4つのステップ（計画）で大学と産業界との連携協力の在り方等について
大局的かつ総合的に協議検討および評価検証する（PDCAサイクル）。
　①産業界の人材ニーズと大学の産業界へのニーズの把握
　②産業界と大学の接続に関する課題の共有
　③産業界と大学間の連携協力体制の構築
　④各大学及び大学グループ合同での取組と取組成果の評価検証

①グループ全体の方向性と基本計画の決定
②グループ共通の取組計画や合同事業の決定
③取組テーマの状況と成果の品質管理・評価
④教育改善研究会各グループの提案・提言の協議・評価

グループ全体並びに取組全般の
総合的な調整

・グループ全大学（14校）
・地元産業界から選定した中核となる経済等団体・企業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14団体）

参加・意見の
反映

協議、連携協力、
全体評価

●関東山梨地域大学グループ協議会
・グループ全大学（14校）
・幹事校：電気通信大学
・副幹事校（庶務）：武蔵野大学

確
認
・
意
見
・
評
価
検
証

報
告
・
提
案
・
提
言

全体調整、運営全般

産業界のニーズに対応した教育改善による学士家庭教育全般の質的向上へ

○幹事校会議

・幹事校：電気通信大学　　　　・副幹事校（庶務）：武蔵野大学
・グループ幹事校：横浜国立大学、昭和音楽大学、東京経済大学
・グループ副幹事校：亜細亜大学、神奈川工科大学、創価大学

○教育改善研究会

取組テーマ①
産業界のニーズに対応したキャリア開
発科目の高次化
・グループ幹事校：横浜国立大学
・グループ副幹事校：亜細亜大学

取組テーマ②
産業界のニーズにマッチした学修評
価・指導方法の開発
・グループ幹事校：昭和音楽大学
・グループ副幹事校：神奈川工科大学

取組テーマ③
産官学地域共同によるインターン
シップの高次化
・グループ幹事校：東京経済大学
・グループ副幹事校：創価大学

インターンシップ
サービス・ラーニング
実務家教員、など

〈産業界等〉
※下線は中核となる

経済等団体・企業（14団体）

①地域の団体
神奈川県内陸工業団地（協組）
（公財）川崎市文化財団
（一社）相模原市幼稚園協会
臨海副都心まちづくり協議会
東京経営者協会
東京経済大学・多摩地域産学連携推進委員会
清瀬市社会福祉協議会
（公社）栃木県経済同友会
山梨県中小企業団体中央会
（特非）武蔵野スポーツクラブ
（社）相模原・町田大学地域コンソーシアム
神奈川県情報サービス産業協会
相模原市保育連絡協議会
IT産業懇話会
（一社）日本クラシック音楽事業協会
（独）水産総合研究センター中央水産研究所
（公財）武蔵野市国際交流協会
（公社）日本演奏連盟
夜さ来い祭り実行委員会
厚木商工会議所、など

②地域の自治体
・三鷹市役所
・西東京市役所、など

③地域の企業
（株）日立製作所
日産自動車（株）
（株）JTBコーポレートセールス
（株）富士通
（株）クラフト
東京ベイコート倶楽部
（株）ロイヤルパーク汐留タワー
（株）八芳園、など


